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は、会議中の新型コロナ対策について
注意事項を確認し、昨年度に引き続き
梅田 広 委員長体制を確認して審議に
入り、全日畜の特性を活かした多様な

　
活動への取り組みを確認しました。

の事業実施計画等を審議する第２回の委
員会を、設備の整った外部の専用貸会議
室を会場として開催しました。

昨年の12月以来の集会型会議の開催で

　

（十分なソーシャルディスタンスで）

新型コロナウィルスの感染拡大防止指導を受けて昨年12月から
集会型会議の開催を控えていた全日畜は十分な準備の下でウィ
ズコロナで大切な３密を避けた会議スタイルを始めました。

８月７日（金）、書面会議が続いていた運営委員会は、今年度

コロナ禍の下で全日畜も「新しい会議様式」を導入

第2回運営委員会を開催（８月７日（金））
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今年度の事業実施計画のポント３点
（定員の３以下利用、マスクの携帯、マイクの消毒等を徹底して）

　実態調査（アンケート調査）の実施。

たJRAの事業発表会の候補にも選定されました。

　

・継続課題（次世代の全日畜の在り方検討）について小委
　員会を創設しての検討の深掘り。

　めに向けた計画的な事業の推進。
・今年度からスタートするJRA事業（略称：自然災害）の

・最終年度となるJRA事業（略称：雇用促進）の取りま

その後「畜産の研究（７月号）」に報文が掲載され、ま

　昨年度終了した
　JRA事業「スマート畜産調査普及事業」は高評価

平成３０年度から２年間実施したJRA事業「スマート畜
産調査普及事業」は委員会での自己評価検証において全
日畜の特性が活かされた事業との高い評価を受けた。

  ・協同組合 日本飼料工業会（工業会）

・一般社団法人 全日本配合飼料価格畜産安定基金（全日基）

・一般社団法人 都道府県配合飼料価格安定基金協会（〇〇県基金協会）

（文中での団体の略称標記について）

  ・一般社団法人 全日本畜産経営者協会（全日畜）
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  ・協同組合 日本飼料工業会（工業会） ・一般社団法人 都道府県配合飼料価格安定基金協会（〇〇県基金協会）

（文中での団体の略称標記について）

  ・一般社団法人 全日本畜産経営者協会（全日畜） ・一般社団法人 全日本配合飼料価格畜産安定基金（全日基）

こととなりました。事業は９月４日（金）の

（取りまとめに向けて活発に議論する委員の皆さん）

　令和２年度 ALIC事業
　養豚農業実態調査　第１回調査事項検討委員会を開催　（７月１５日（水））

　令和２年度 JRA事業
　自然災害に強い畜産経営の実現調査事業　第１回推進委員会を開催（８月５日（水））

　令和２年度 JRA事業
　畜産経営雇用促進調査事業　第１回推進委員会を開催　（８月２６日（水））

次ページからご紹介します。　令和２年８月、厚労省
は職場における新型コロナウイルス感染症拡大防止の
チェックリストを公表し広く周知を指導しています。

（養豚調査に精通している委員の皆さん）

（新しい事業のスタート。推進担当の委員の皆さん。）

今年度が取りまとめ年度となる雇用推進事業では、昨年
度の事業成果を点検して今年度の調査を精査しました。

今年度も地域で開催するワークショップが３回、都内で

今年度も豚の飼養動向で上位の都道府県の中
から４県を抽出して実態調査を実施。

調査概要は①アンケートによる実態調査、②先
進的な事例等について意見交換するワークショ

開催するセミナーが１回計画されています。コロナ禍で
集会の開催が難しくなっている状況の下で、開催の工夫
について真剣な検討が続きました。

ップの開催、③優良事例の調査実施。

調査は、アンケート調査からスタートして、ワ
ークショップの開催、優良事例調査と進行。

農業白書等でも取り上げられている、近年の多
発する自然災害等は、被害額も多額で経営に大

千葉県でのワークショップからスタートです。

きな影響を来し、課題となっている。

全日畜では、理事会での審議を踏まえて令和２
年度のJRA事業に応募して、２年間の「自然災
害に強い畜産経営の実現調査事業」を実施する
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  ・一般社団法人 全日本畜産経営者協会（全日畜） ・一般社団法人 全日本配合飼料価格畜産安定基金（全日基）
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  ・協同組合 日本飼料工業会（工業会） ・一般社団法人 都道府県配合飼料価格安定基金協会（〇〇県基金協会）



 　 　 　

 

（文中での団体の略称標記について）

  ・一般社団法人 全日本畜産経営者協会（全日畜） ・一般社団法人 全日本配合飼料価格畜産安定基金（全日基）

  ・協同組合 日本飼料工業会（工業会） ・一般社団法人 都道府県配合飼料価格安定基金協会（〇〇県基金協会）
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